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(様式４) 

公共事業再評価調書 

番  号   道路－３ 事業担当局課     道路局 建設課 

事 業 名 都市計画道路泥亀釜利谷線（寺前地区）整備事業 採択年度 平成 30 年度 

施工場所 金沢区寺前二丁目～寺前一丁目 経過年数 ５年 

目的及び 

事業概要 

目的 

都市計画道路泥亀釜利谷線は金沢区瀬戸を起点とし、海の公園を経由し、金沢区釜利

谷町に至る延長 4,220m の幹線道路です。そのうち、本地区は文庫小学校脇交差点から

国道 16 号線の旧道（金沢歴史の道）までを結ぶ延長約 530m の区間です。 

当該区間の整備により、金沢区臨海部から国道 16 号線や京浜急行金沢文庫駅へのア

クセス向上や歩行者の安全確保、また、地震火災時の被害を軽減する延焼遮断帯の形成

を図ります。 

 

概要  計画延長 530m、幅員 15m、用地面積 5,682m2 

 
当 初 

(事前評価時) 

変更 

(事業採択時) 

変 更（予定） 

(令和５年度) 

事業期間 
平成 30 年度～ 

令和４年度 

平成 30 年度～ 

令和６年度 

平成 30 年度～ 

令和 11 年度 

事
業
費 

合  計 4,600 百万円 3,980 百万円 3,980 百万円 

 
国  費 2,300 百万円 1,990 百万円 1,990 百万円 

市  費 2,300 百万円 1,990 百万円 1,990 百万円 

変更内容 

現道がなく、住宅が密集しており、発災時に大きな被害が想定される区間

を先行して事業化したため、当初延長 810m であったものを、西側の現道の

ある区間を除いた延長 530m に変更し、事業費についても約 40 億円に変更

しています。また、関係機関との協議に時間を要したため、事業期間を延伸

しています。 

上位計画等 

本市の「中期計画」において、「政策 36 交通ネットワークの充実」として、 

都市計画道路の整備が位置付けられています。 

また、「横浜市地震防災戦略」においても、延焼遮断帯の早期形成の観

点等から「地震火災対策重点路線」として位置付けられています。 

関連事業 ― 

事 業 の 

必 要 性 

事業を巡る 

社会経済情

勢等の変化 

 泥亀釜利谷線は、物流拠点である金沢区の臨海部と、物流上重要な道路

である国道 16 号線を結ぶ道路ネットワークを構築され、拠点間アクセスが向

上します。 

さらに、本市南部地域では、高速横浜環状南線及び横浜湘南道路の整

備が進められており、周辺地域の交通需要の増加が見込まれています。 
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事業の 

投資効果 

・ 

事業効果等 

(費用便益分析等) 

 事業全体 残事業 

割引率 ４％ - 

総便益(B) 266 億円 - 

総費用(C) 41 億円 - 

費用便益比 

(B/C) 
6.5 - 

 
感度分析 

［交通量-10%］ 
6.4 - 

※便益については、走行時間の短縮、走行経費の減少、交通事故の減少

を計上しています。 

※費用については、道路整備に要する工事費、用地費、補償費、間接経

費、維持管理に要する費用（供用後 50 年間）等を計上しています。 

※算出した各年次の便益、費用の値については、割引率を用いて現在価

値に換算し分析しています。 

 

〔定性的な効果〕 

１．アクセス、安全性の向上 

当該区間を整備することで東西方向の幹線道路が構築され、金沢区臨

海部と国道 16 号や京浜急行金沢文庫駅へのアクセスが向上します。また、

生活道路に入り込んでいる交通の減少が図れることや歩道を設置すること

により、交通安全性が確保されます。 

２．道路整備による減災効果 

地震火災対策重点路線として当該区間を整備するとともに、その沿道建

築物の不燃化の促進を図り、延焼遮断帯を形成することで大規模地震時に

おける延焼被害の軽減を図ります。 

 

〔その他特記事項〕 

 

事 業 の  

進捗状況 

事業進ちょく率％ 

令和４年度末の用地取得進捗率は 60％、事業進捗率は 55％で

す。 

令和５年度は引き続き用地取得と関係機関協議を進めます。 

55％ 

用地取得率％ 

60％ 

供用等の状況 

― 
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事業の課題  

及び 

進捗見込み 

関係機関協議に時間を要していますが、現在の用地取得率は 60%に達しており、引き

続き用地取得を進めるとともに、施工可能な範囲の工事に着手し、令和 11 年度の完成

を目指します。 

そ の 他  

（コスト縮減項目等）

建設発生土の工事間流用を行い、運搬費及び残土処理費のコスト縮減を行うととも

に、舗装、構造物の基礎等について再生材を使用する等、可能な限りコスト縮減に努め

ます。 

その他 ― 

添付資料 

・別紙１ 位置図

・別紙２ 案内図

・別紙３ 現況写真

・別紙４ 事業進捗状況

・別紙５ 前回事前評価内容との比較

対応方針 
継 続 

計画通り(上記計画を実施)※１ 

一部見直し(上記計画を変更)※２ 

【見直し内容】 

中  止 

対応方針と

した理由 

本路線は、金沢区臨海部と緊急輸送路である国道 16 号や京浜急行金沢文庫駅を接

続し、本市道路網の形成に果たす役割は大きく、早期に事業完了を図る必要がありま

す。 

また、「横浜市地震防災戦略における地震火災対策方針」において、地震火災対策

重点路線に位置付けており、延焼遮断帯の早期形成が必要です。 

更に、用地取得率が 60%に達していることから、事業を継続する必要があると判断しま

す。 

※１：既に見直し内容が確定している場合は、こちらを選択してください。前の再評価で｢継続(一部見直し）」の事業

についても、その見直し内容が確定している場合は、こちらを選択してください。 

※２：今後、見直しを行うことが確定している事業は、こちらを選択し、見直し内容を記載してください。

00920463
取り消し線
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